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温度シミュレーションによる出荷容器の違いとプロッコリーの品質変化
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1  は  し め  に

発泡スチロール容器と機能性段ボールとの保冷性やガス

環境の違い,及び箱内の氷の有無による温度上昇パターン

の違いが,プロッコリーの品質保持性にどのように影響す

るかについて,盛夏期の出荷後無冷蔵を想定した模擬的条

件で検証した。

2試 験 方 法

1995年 7月 3日 に現地 (岩手県松尾村)集荷場で予冷済

みのプロッコリーを人手し,直ちに岩手園試に運んで包装

した。包装方法は,以下の 5種類で行った。

① 普通段ボール (対照,DB区)
② ボリエチレンフィルムラミネート段ボール (TCA区 )
③ 発泡スチロール (PS区)
④ TCA十氷 2 kg(TCA+氷区)

⑤ PS+氷 2 kg(PS+氷区)
貯蔵温度は,盛夏期の昼間保冷 トラック輸送及び市場放

置 (冷蔵なし)を想定して25℃→30℃→25℃保持とした。

調査は,品温変化と外観品質を主とし,花苦色変化 (色

彩色差計),包装内ガス組成 (ガスクロマトグラフ),内部

品質として総ビタミンC(ヒ ドラジン比色法)及び糖含量

(高速液体クロマトグラフ)を測定した。

3 試験結果及び考察

0)貯蔵中の品温変化
温度の上がり難さでは,PS+氷区>TCA+氷 区>PS

区>TCA区>DB区の順となった (図 1)。 恒温器の設定
温度に達するまでの時間は,PS十氷区がTCA+氷区の約

2倍となり,保冷性が良好であった。一方 PS区 は,貯蔵

40時間以降,他区よりやや高温に経過し,呼吸熱が蓄積し

たものと考えられた。

2)色調変化
プロッコリーの外観品質指標によく使われる花雷色の変

化をみると,貯蔵 2日 目までは区間差が小さかったが,貯

蔵 3日 日では DB区及びPS区の黄化が顕著であった (図

2)。

13)貯蔵中の包装内ガス組成変化

各包装内のガスは,容器の密封性と品温により濃度の差

が表れた。すなわち,密封性の TCA区 とTCA+氷区は

低酸素・高二酸化炭素濃度となり,よ り温度の高いTCA

区が最も顕著であった。一方 PS区とPS+氷区は容器に

真空冷却用の通気孔があるため二酸化炭素が蓄積せず,対

照 (DB区)に近いガス濃度変化を示した (図 3)。

に)外観品質
外観品質では貯蔵 2日 目で区間差が明白になり,貯蔵開

始からの積算温度の低い PS+氷区とTCA+氷 区が50%

以上の商品性を有していた (図 4)。
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図 1 貯蔵中の品温変化
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図5 総ビタミンC含量の変化

図 3
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貯蔵中のガス濃度変化
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図4 貯蔵 2日 目の外観品質
注 花書黄化 :5(健全)～0(完全黄化)
花薔腐敗 :3(健全)～2(微少)～1(明確)～ 0(激甚)

切口腐敗 :3(健全)～2(微少)～1(明0～ 0(激甚)
商 品 性 :llXl(健全)～50(販売限界)～0(不可食)

6)総 ビタミンC含量
貯蔵 3日 目までの総ビタミンC含量は,各区とも花茎で

は減少が少なく,花薔で区間差が現れた。DB区をはじめ,
高温気味に経過したPS区で減少が大きく,最もよく保持
されたのはPS+氷区であった (図 5)。
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糖含量の変化

6)糖含量
貯蔵3日 目までの糖含量も,各区とも花茎では減少が少

なく,花奮で区間差が表れた。氷を入れないDB区,TCA
区,PS区の花雷糖含量の減少が大きく,最 もよく保持さ
れたのはPS+氷区であった (図 6)。

4 ま と め

盛夏期の産地予冷・保冷輸送・市場無冷蔵を想定したブ

ロッコリーの温薩シミュレーション試験において,①輸送

温度・市場温度が高い場合,予冷温度から環境温度までの

昇温時間は 1日未満であること,②保冷性の高い発泡ステ
ロール+氷では,他の包装方法に比べ,品温上昇速度を 2

倍程度遅らせることができること,③密封包装で得られる

MA効果による保鮮効果は,低温保持による保鮮効果を上
回らないこと,な どが明らかになった。
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